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　日本全国約 100 か所の検潮所の潮位記録から最近約 32 年間（ 1982 年 8 月まで ）の上下変動

を推定した。解析には「津村・加藤の方法」を用いた。第 1 図に検潮所の分布図を，第 2 図に

得られた結果に基づくおおよそのコンターマップを示す。第 3 図が各検潮所における地殻変動

である。

　最近の主なトピックスを以下に示す。

　（1）浦河沖地震（ 1982 年 3 月 ）に際しては，浦河では地震前・地震後の変動は見られなかっ

　　た。十勝で数 cm 程度の沈降が見られるが，3 月に欠測があるのでみかけ上のものとも思わ

　　れる。

　（2）鮎川，大船渡では 1978 年 6 月，1980 年 1 月両宮城沖地震に関連すると思われる変動が

　　見られる。

　（3）伊東の隆起は 1982 年 8 月現在でも続いていて，1974 年からの隆起量は 25cm 近くに達

　　している。

　（4）田子，焼津が新たに解析に加えられたが，いずれも沈降を示している。但し沈降速度が

　　大きいのは期間が短いための見掛け上のものとも考えられるので，より正確な変動速度を

　　得るにはあと数年の資料の蓄積が必要である。

　表 1 に各検潮所の解析期間と隆起・沈降速度を掲げた。なお松前（ № 99 ）は資料補正に若干

の問題があったので除外した。
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第 1 図　検潮所分布図。ローマ数字は海域を示す。
Fig. I　Tide gauge stations along the coast of Japan. They are divided into nine regions shown by Roman figures.

Fig. 2　Vertical crustal movements at the coast of Japan for the period 1951 August 1982, as deduced from 
tidal records. Land uplift is taken as positive （shaded area）. Unit: mm/yr.

第 2 図　潮位記録から推定された上下地殻変動コンターマップ（ 1951 年
　　　　～ 1982 年 8 月 ）。土地隆起が正符号。単位：㎜／yr.
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第 3 図　各検潮所における上下地殻変動（ 上向きが地盤隆起 ）
Fig. 3　Vertical crustal movements at each tidal station. Upward direction is taken as land uplift.
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第 3 図　つづき
Fig. 3　（Continued）
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第 3 図　つづき
Fig. 3　（Continued）
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第 3 図　つづき
Fig. 3　（Continued）
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第 3 図　つづき
Fig. 3　（Continued）
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第 3 図　つづき
Fig. 3　（Continued）
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第 3 図　つづき
Fig. 3　（Continued）
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第 3 図　つづき
Fig. 3　（Continued）
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第 3 図　つづき
Fig. 3　（Continued）
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第 3 図　つづき
Fig. 3　（Continued）
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第 1 表　各検潮所の解析期間及び変動速度。土地隆起が正符号。単位：mm ／ yr.
Table 1　List of stations with period of data and vertical movement rate. Land uplift is taken as positive. 

Unit: mm/yr.
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